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石川県立白山青年の家及び石川県立白山ろく少年自然の家 中期経営目標 

（実施期間 令和４年度～令和８年度） 

令和４年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

  本県の青少年教育施設の中核として、青少年の健全な育成を図ることを目的として設置 

されており、青少年のための各種の研修や団体の活動拠点となっています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

青年の家及び少年自然の家は、青少年の教育施設として、思いやりや協調性などの社会 

性を育むとともに、自然に対する理解や畏敬の念を深め、豊かな感性やたくましく生きる 

力を育むため、集団宿泊活動や自然体験活動の機会を提供することを、その役割としてい 

ます。 

また、生涯学習振興の観点から、家庭、学校、地域などの教育・学習の場としての役割 

も担っています。 

 

３ 事業内容 

（１）研修会、講習会等の実施 

県主催事業の「いしかわ子ども自然学校」や指定管理者が行う独自事業等を通し、 

白山ろくの自然や風土を取り入れた多様な活動プログラムを実施しています。 

 

（２）施設設備の提供及び指導と助言 

学校や少年団体、企業等に対し、宿泊研修や自然体験活動、講習会等の活動提供

を行うとともに、安心・安全な利用ができるよう受入れ事業の環境整備に努めてい

ます。 

 

４ 現状と課題 

（１）管理運営体制について〈両施設共通〉 

・当施設では、民間のノウハウを活用して、施設を効果的・効率的に管理・運営す

るため、指定管理者制度を平成２０年度から導入しています。 

・施設の利用促進、施設・設備及び備品の維持管理及び修繕などの業務を指定管理

者が行っており、当中期経営目標の実施期間である令和４年度から８年度までは、

「一般財団法人 白山市地域振興公社」を指定管理者として指定しています。 

・教育施設としての機能を円滑に発揮するために、石川県教育委員会職員を駐在さ

せ、専門的技術的事項について意見を述べるとともに、指定管理者の求めに応じ

て事業への協力を行っています。また、指定管理者は、施設長に退職校長等教員

経験者を充てています。 

・利用者の安全確保及び職員の資質向上を図るため、定期的に職員研修を実施して
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います。 

・県では、青少年教育施設運営会議を開催し、定期的に事業内容を確認するなど、

指定管理者とともに、適正な管理・運営に努めています。 

 

（２）施設の利用促進及びサービス（満足度）向上について 

〈白山青年の家〉 

・平成２９年度から令和元年度の平均利用者数は、２０，７７２人でしたが、新型

コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度の利用者数は、２，８７７人と

激減しています。今後は、感染予防対策を徹底しつつ、利用者数の回復を図ると

ともに、一層の利活用促進に向けて、利用者の多様なニーズに対応した魅力ある

活動プログラムの開発、実施など、取り組みを強化していく必要があります。 

・学校利用の促進に向けて、学校との連携を深め、教育的効果の期待できる活動プ

ログラムの開発に努めていく必要があります。 

・Wi-Fi の整備等施設環境の充実により、企業や大学の利用促進を図る必要があり

ます。 

・指定管理者の独自事業として、大根寿司作りや味噌作りなど、地域人材を講師と

した「さとやまサロン」を開催しています。今後も、地域と連携した魅力あるプ

ログラムの充実に努めていく必要があります。 

〈白山ろく少年自然の家〉 

・少子化による児童生徒数の減少や施設の老朽化等により、利用促進を図る環境が厳 

しい中、平成２９年度から令和元年度の平均利用者数は、１７，７０５人でしたが、

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度の利用者数は６，５２０人と

激減しています。今後は、感染予防対策を徹底しつつ、利用者数の回復を図るとと

もに、一層の利活用促進に向けて、利用者の多様なニーズに対応した魅力ある活動

プログラムの開発、実施など、取り組みを強化していく必要があります。 

・利用する学校を中心に、自然体験の魅力をＰＲする出前授業を事前に実施するなど、 

児童生徒に対し活動の動機付けを行っています。今後も学校と連携し、教育的効果 

の期待できる活動プログラムの開発に努めていく必要があります。 

・白山市が推進する「白山手取川ジオパーク」の活動と連動して「ジオツアーズ」と 

称した四季折々の自然体験プログラム（化石発掘体験、キャニオンロードサイクリ

ング、トレッキング等）を実施しています。今後も、地域と連携した魅力あるプロ

グラムの充実に努めていく必要があります。 

〈両施設共通〉 

・利用団体の拡大のために、学校関係や公民館等を訪問して施設ＰＲに努めています。 

また、ホームページで、イベントや体験プログラムなどの情報を発信しているほか、 

白山市の広報誌をはじめとする様々なメディアを活用して施設の広報に努めていま 

す。今後も施設の魅力を県民に広くＰＲしていくため、幅広い団体や企業に対して

働きかけを行うとともに、ＳＮＳ等も利用したより効果的な情報発信を工夫してい
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く必要があります。 

・生涯学習の場として、より幅広い世代の利用につながるプログラムの開発を進める 

必要があります。 

  ・団体の受付や事業の申請等、事務効率化のためのＩＴ活用を進めていく必要があり

ます。 

 

（３）施設運営の効率化について〈両施設共通〉 

・両施設は同じ教育施設であり、また近くに位置していることから、一括して指定管 

理者として指定し、効率的な管理運営に努めています。 

・除雪作業時や繁忙期において、指定管理者職員を施設へ派遣するなど、柔軟な人員 

配置による業務の効率化を図っています。 

・多くの施設を運営している指定管理者のスケールメリットを活かし、物品の共同購 

入や保守点検等の一括した業務委託をすることで、経費の削減に努めています。 
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５ 中期経営目標 

〈白山青年の家〉 

 （１）中期経営目標（指定管理者が実現すべき目標） 

① 利用者数を５年間で７％増加させます。 

    ② 利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持します。 

     

  （２）測定指標と目標値 

  

〈白山ろく少年自然の家〉 

  （１）中期経営目標（指定管理者が実現すべき目標） 

① 利用者数を５年間で４％増加させます。 

② 利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持します。 

 

（２）測定指標と目標値 

  

６ 指定管理者が設定した目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１）施設の利用促進及びサービス（満足度）向上に向けた取り組み 

①施設の利用促進に向けた取り組み 

〈白山青年の家〉 

・白山手取川ジオパークを体感できる活動プログラムの開発、充実に努めます。 

また、魅力ある新たな体験プログラムの開発に努めます。 

・指定管理者の独自事業「さとやまサロン」等において、地域の人材や教育力を活 

用した活動プログラムを提供します。 

・生涯学習の場として、地域の公民館・女性団体・老人会等に積極的な働きかけを 

行い、閑散期及び平日の利用者の増加に努めます。 

測定指標 実績値 

(H29～R1平均) 

中間目標値 

（Ｒ６） 

最終目標値 

（Ｒ８） 

①利用者数  ２０，７７２人 ２１，６５０人 ２２，２５０人 

②利用者アン 

ケートによ 

る満足度  

利用者サービス ９９．０％ ９５％以上 ９５％以上 

施設の維持・管理 ９９．５％ ９５％以上 ９５％以上 

測定指標 実績値 

(H29～R1平均) 

中間目標値 

（Ｒ６） 

最終目標値 

（Ｒ８） 

①利用者数  １７，１０５人 １７，５２０人 １７，８００人 

②利用者アン 

ケートによ 

る満足度  

利用者サービス ９９．７％ ９５％以上 ９５％以上 

施設の維持・管理 ９７．１％ ９５％以上 ９５％以上 
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・民間企業、大学に対し、研修等での利用を積極的に働きかけます。 

 

〈白山ろく少年自然の家〉 

・白山手取川ジオパークを体感できる活動プログラムとして、独自事業「ジオツア

ーズ」を展開していきます。 

・白山恐竜パーク白峰など近隣施設との連携を図り、活動プログラムを充実させる 

とともに、引き続き小学生を対象とした化石学習などの出前講座を実施します。 

     

〈両施設共通〉 

  ・活動プログラムの改善に努めるとともに、周辺環境や手取川流域、白山ろくの自

然・文化を活かした体験活動など、魅力ある新たなプログラムの開発に努めます。 

・県内の市町教育委員会、小・中・高等学校や校長会、公民館、子供会、スポーツ

少年団、ボーイスカウト、女性団体、幼稚園や保育所等各種団体を訪問して施設

利用を働きかけます。 

・白山市の広報誌や地域情報誌へのイベント情報の掲載、ホームページの作成・随

時更新、ＳＮＳでの情報発信など、引き続き広報活動の充実を図ります。 

 

②サービス向上に向けた取り組み〈両施設共通〉 

・利用者が快適に過ごせるように、施設内外の清掃の徹底、利用者への笑顔と気持 

ちのよい応対、館内掲示の工夫に努めます。 

・利用者の安全・安心の観点から、活動に使用する用具や施設設備の定期的な点検、 

速やかな修繕に努めます。 

・利用者のニーズや満足度を把握するため、全ての利用団体にアンケート調査を行

い、その分析結果を速やかに施設管理の改善や利活用促進につなげます。 

・利用団体との事前打ち合わせ時に活動目標の共通理解を図り、より教育効果が高 

まるプログラム展開に努めます。 

・活動場所への移動等に指定管理者が所管するマイクロバス等を活用するなど、利 

用者の利便性向上に努めます。 

・定期的に接遇などの職員研修を実施し、「もてなしの心」の涵養と職員の資質向上 

に努めます。 

   ・指導ボランティアなどの人的資源を活用するとともに育成に努め、今後の活動に

活かします。 

 

（２）施設運営の効率化に向けた取り組み〈両施設共通〉 

・保守点検等において指定管理者が管理する他の施設と一括して業務委託を行うととも 

に、物品の共同購入を行うことにより、経費削減を図ります。 

・施設内の節電等、職員の省エネ意識を高め、光熱費の削減を図ります。 

・指定管理者の物的資源や人的資源を活用し、効率的な施設運営に努めます。  
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参考資料①（白山青年の家） 

 

（１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

利用人数（延利用者） 22,064人 22,028人 18,224人 2,877人 

出前講座利用人数 ― ― ― ― 

    小 計 22,064人 22,028人 18,224人 2,877人 

宿泊部屋稼働率 42.6％ 43.8％ 36.0％ 5.4％ 

活動部屋稼働率 61.7％ 62.2％ 50.1％ 13.6％ 

 

 （２）使用許可等の状況 

   

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

主催事業 35団体 33団体 32団体 26団体 

幼児団体 10団体 5団体 7団体 4団体 

小学校団体 12団体 9団体 7団体 4団体 

中学校団体 11団体 12団体 10団体 2団体 

高校団体 39団体 51団体 25団体 8団体 

大学団体 17団体 22団体 8団体 4団体 

少年団体 79団体 77団体 61団体 8団体 

大人団体 69団体 76団体 78団体 31団体 

計 272団体 285団体 228団体 87団体 

                             

（３）使用料の収入実績   

   

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

食事料 12,374千円 12,264千円 10,010千円 1,077千円 

宿泊料（寝具料） 4,437千円 4,580千円 3,582千円 251千円 

その他（暖房・レンタル） 623千円 619千円 414千円 37千円 

計 17,434千円 17,463千円 14,006千円 1,365千円 
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参考資料②（白山ろく少年自然の家） 

 

 （１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

   

 （２）使用許可等の状況 

  

 

（３）使用料の収入実績    

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

食事料 12,357千円 12,066千円 11,308千円 4,940千円 

宿泊料（寝具料） 1,353千円 1,354千円 1,283千円 465千円 

その他（暖房・レンタル） 301千円 328千円 149千円 186千円 

計 14,011千円 13,748千円 12,740千円 5,591千円 

 

 

 

 

 

 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

利用人数（延利用者） 17,620 17,373 16,323 6,520 

出前講座利用人数 3,518 3,653 3,653 2,336 

    小 計 21,138 21,026 19,976 8,856 

宿泊部屋稼働率 35.2％ 36.7％ 31.0％ 16.3％ 

活動部屋稼働率 35.5％ 35.7％ 35.4％ 24.9％ 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

主催事業 22団体 22団体 22団体 20団体 

幼児団体 7団体 7団体 5団体 2団体 

小学校団体 73団体 78団体 66団体 43団体 

中学校団体 9団体 12団体  6団体 4団体 

高校団体 1団体 5団体 7団体 0団体 

大学団体 4団体 3団体 2団体 1団体 

少年団体 52団体 55団体 47団体 14団体 

大人団体 12団体 12団体 14団体 2団体 

計 180団体 194団体 169団体 86団体 


